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1. BITNETのレペルアップについて

6月 27日（月）から BITNETのレベルアップを行います．主なレベルアップ項目は以下

の通りです．

レベルアップの詳細は 7月に発行される九州大学大型計算機センクー広報 Vol. 23, N 

o. 4を参照ください．ここでは主な変更点について説明します．なお，コマンドのオペランド

の説明で従来と変更のないものは省略します．

1) コマンドの追加

BITRMAIL (受信メールヘの返信機能）

BITS FWD (受信メールの回送機能）

2) メールの同報送信機能の強化 (CC受信者， BCC受信者の指定）

3) BITSMAILコマンドで区分データセットのサポート

4) BITNETコマンドで処理画面の順序変更

5) メール送信時における送信確認メッセージの表示．

NET: SEND YOUR MA IL ? (Y/N) 

6)受信者情報ファイルのニックネーム等の定義方法の変更．

7) BITNETの各ノードとのメッセージ通信をサポート．
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追加コマンド

1) BITRMAILコマンドによる受信メールヘの返信

コマンド オペランド

BITRMAIL ジ冒プ識別番号

[SAVE ({SENDER I ALL Iファイル名｝）

I NO SAVE] 

[MEM (メンバ名）］

オペランドの説明

① ジ讐プ識別番号

返信対象となるメールのジョプ識別番号を 4桁以内の整数で指定する．識別番号は予め

BITRCVコマンドで確認する．

② 返信メール保存の要否

返信メールをメールの退避機能を使用して保存する場合，格納先のデータセットを指定

する. SENDERを指定した場合は受信者情報ファイルに定義された保存先ファイルに

格納する. SENDER指定でも保存先ファイルの定義がない場合，またはALLを指定

した場合は＇ユーザ ID. BITNET. ALL. NOTEBOOK'Iこ格納する。

③ メンバ名

区分データセット (pO)の 1メンパに格納する場合に，そのメンパの名前を指定する．

本オペランドを指定しなかった場合は，システムが自動的にメンバ名を定める。

使用例）

READY 

BITRMAIL 9999 

INPUT 

THANK YOU, YOUR MAIL. 

I AM UNDERSTAND. 
-

＿

 

新しい行が生成され利用者は

メールの本文をキーインする

空行入力

EDIT 

END SAVE_ 

この間でメールの修正等を行なう

作成したメール本文を作業ファイに保存する

KEQ52460I SAVED IN DATA SET'xxxxxx ••• XXX' 

NET: SEND YOUR MA IL ? (Y /N) ••• … メールを送信する場合は Y,

I ⑩ 取り消す場合は Nを入力

READY ⑪ 
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2) BITSFWDコマンドによる受信メールの回送

コマンド オペランド

BITS FWD ジョプ識別番号 回送先受信者アドレス

[SAVE({エ旦..P_IALL Iファイル名｝）

I NOSAVE] 

[ME M (メンバ名）］ [ (NOACK I A CK)] 

オペランドの説明

① ジョプ識別番号

回送するメールのジョプ識別番号を 4桁以内の整数で指定する．識別番号は予め BI T 

RCVコマンドで確認する．

② 回送先受信者アドレス

受信したメールを回送したい相手のネットワークアドレスを指定する．

使用例）

READY 
BITSFWD 9999 YAMADA@JPNNODE 

EDIT 

旦立 ……回送メールを表示する

00010 ReseNt-Date: 22 Oct 88 .. 

00020 Resent-From:<uuuuu@nnnn 

00030 Resent-To: <uuuuu@nnnn 

00040 =============~~~~~~~~~~ 

00050 

00060 

00070 

00080 ---Original mail ------

00090 Date: 21 Oct 88 24:30 .. 

00100 

KEQ525001 END OF DATA SET 

回送メールの内容

……この間で必要があれば付加メールの編集等を行なう

END SAVE 

KEQ524601 SAVED IN DATA SET'XXXXXX ... XXX' 

NET: SEND YOUR MAIL ? (Y/N) ...... メールを送信する場合は Y,

y 取り消す場合は Nを入力する

READY 
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BITSMAILコマンドのレペルアッブ

コマンド オペランド

受信者名

[CC (CC受信者名）］ [BCC (BCC受信者名）］

[ s (表題）］

BITSMAIL [D SN (ファイル名）］

[SAVE({TOP(T) JALL(A) Iファイル名｝）

I NO SAVE] 

[ME M (メンバ名）］

[ {NOACK I ACK}] ヽ

追加，変更オペランド

① cc受信者名， BCC受信者名

従来の受信者名のほかにメールの写し (Carbon Copy)及びメールの写し（

Blind Carbon Copy)を送信したい受信者を指定できるようになった．

ただし， CC受信者， BCC受信者からの受信確認通知は返信されない．

② D SN (ファイル名）

送信メール本文の格納されたデータセットとして，従来の順データセットに加えて，区

分データセットの 1メンバが指定できるようになった．

BITNETコマンドのレペルアップ

1) メールの送信

BITNETコマンドでは，最初がメール本文編集画面，次にメール送信画面が表示され

ていたが，今回のレペルアップにより，最初にメール送信画面が表示されるようになった．

なお，メール送信画面には， BITRMAILコマンドで述べた CC受信者， BCC受信者

の入力行が付加されている．

2)受信メールの返信，回送

ライン系コマンドの BITRMAIL, BITFWDと同様に受信メールの返信及び回送

の機能が追加された． この機能を選択する場合は，受信メール・受信ファイル一覧画面のコ

マンド行に R (返信）または F (回送）を入力する．

受信者情報ファイルの形式変更

今阿のレベルアップにより，受信者情報ファイルにおけるニックネーム等の定義方法が大幅に

変更され，従来の受信者情報ファイルは使用不可となった．ニックネーム機能を利用する場合は

下記の形式で作成しなければならない．

受信者情報ファイルは次のレコードによって構成されている．
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レコード名、 内 容 レコード識別子

受信者名レコード 受信者のニックネームと受信者名を指定 NICK 

RECIEVER 

ノートプックレコード メールを退避するための保存先ファイル名 NOTEBOOK 

と格納メンバ名識別子を指定 MEM-ID 

氏名レコード 受信者の氏名を指定 NAME 

電話番号レコード 受信者の電話番号を指定 PHONE 

住所レコード 受信者の住所を指定 ADDR 

TO受信者名レコード TO受信者名を指定 LIST-TO 

cc受信者名レコード cc受信者名を指定 LIST-CC 

BCC受信者名レコード BCC受信者名を指定 LIST-BCC 

受信者アドレス，ニックネーム ノ トプックの各レコード以外は利用者の備忘録として利用

できる．以下に BITNETが参照するレコードの詳細を示す．なお，説明欄の CHAR(長さ）

は固定長文字列を表し， CHRV (最大長）は可変長文字列を表す．

① 受信者名レコード（必須）

ー 14 16 26 93 255 

I :NICK= I :;:. ソクネーム 11 :RECEIVER= I受信者名

レコードの内容

ニックネーム： CHAR (8). 英字で始まる 8文字以内の英数字を左詰めで指定し，余

白は空白とする．

受信者名 :CHRV(67). 受信者の宛先アドレスを左詰めで指定する．途中に空

白が存在してはならない．また，複数の受信者名及びニックネームを指定

することはできない．受信者名の指定形式は， a)ユーザ ID, b)ユーザ I

D@ノード名， c)ユーザ ID@ノード名. B I TN  ET, d)他ネットワー

クの受信者アドレス，のいずれかである．

② ノートプックレコード（省略可能）

16 26 69 71 79 83 255 

:NOTEBOOK= I保存先ファイル名 :MEM-ID= I格納メンバ名識別子
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レコードの内容

保存先ファイル名： CHAR (4 4). 送受信メールを退避するデータセット名，または

先頭が英字で始まる 8文字以内の英数字を左詰めで指定し，余白は空白と

する．

格納メンバ名識別子： CHAR (4). 4文字以内の英数字を左詰めで指定する．メール

を退避するデータセットの格納メンバ名の識別子．ここに指定した識別子

を持ったメンバ名で保存される．指定がない場合はシステムが決定する．

③ TO受信者名レコード（省略可能）

ー 16 25 255 

~TO受信者
レコードの内容

TO受信者 ： CHRV(231). 受信者の宛先アドレス．左詰めで指定．

④ cc受信者名レコード（省略可能）

ー 16 25 

二~c受信者
レコードの内容

cc受信者 ： CHRV (2・3 1). 受信者の宛先アドレス．左詰めで指定．

255 

r⑤ BCC受信者名レコード（省略可能）

1 16 26 

I :LIST-BCC= I BC C受信者

レコードの内容

BCC受信者 ： CHRV(230). 受信者の宛先アドレス．左詰めで指定．‘

以下にセットアップ例を挙げる．

255 

ー 16 71 255 

:NICK=HAWK : RECE IVER=DA IE8JPNCCKU 

: NOTEBOOK=A79999A. DAIE. DATA 

: NAME=TARO,DAIE 

: PHONE=(092) 641-1101 

: ADDR=l0-1. HAKOZAKI 6-CHOME, HIGASI-KU, FUKUOKA 

: LI ST-TO=USER018NODE01. -TIGER 

: LIST-CC=-GIANT,USER028NODE02 

: LIST-BCC=USEROS8NODE03 

:MEM-ID=SUGI 
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:NICK=TIGER :RECEIVER=HANSIN8JPNOSAKA 

: NOTEBOOK=HANSIN 

: NAME=JIRO,HANSIN 

:NICK=GIANT :RECEJVER=YOMJURI8JPNSUTOO 

:MEM-ID=GIAN 

:NAME=HANAKO, YOMIURI 

この受信者情報ファイルがA79999A@JPNCCKUの利用者のものとすると，利用者

がニックネーム HAWKにメールを送信した場合に，以下のようにニックネームが展開される．

TO受信者 cc受信者 BCC受信者

DAIE8JPNCCKU YOMIURl@JPNSUTOO USER03@NODE03 

USERO UNODEO 1 USER028NODE02 

HANSIN8JPNOSAKA 

（ネットワーク室電（内） 2 5 1 8) 

2. UTSでのNUMPACの利用について

現在， UTSでも NUMPAC (名古屋大学で開発された科学技術計算用サプルーチンパッケ

ージ）が利用できますが， 6月26日より NUMPACライプラリのファイル名を以下のとおり

変更します．

7 7用 /usr/centerl/numpac.a → /usr/ loca 1/1 i b/numpac. a 

f 7 7用 /usr/centerl/numpacf.a → /usr/local/1 ib/numpacf. a 

ファイル名変更後， NUMPACを使用した FORTRANプログラムは，以下に示すように

指定して翻訳します．

77 オプション /usr/local/lib/numpac. a ソースファイル名

または，

f77 オブション /usr/local/1 ib/numpacf. a ソースファイル名
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3. パソコン端末講習会の開催について

標記講習会を下記の要領で開催いたしますので，受講希望者は，共同利用掛（電（内） 2505) 

にお申し込みください．

・日 時

・受付時間

・対 象

・募集人員

・内 容

・会 場

・講 師

・テキスト

・時間割

記

7月12日（水） 1 0時~1 2時

9時 30分~ 9時 50分

センター利用者

3 0名

(1) パソコンを大型計算機 (MSP, UTS) の端末として用いるため

の基礎知識及びファイル転送・媒体変換の解説

(2) UTSとLAN接続されたパソコン (FMR-60) での仮想端末

(tel net)及びファイル転送(ftp)機能の説明と実演

大型計算機センター・多目的講習室 (3階）

第二業務掛平野広幸

センターで用意

10:00 11: 30 12:00 

内容 (1) 内容 (2)

・申し込み期間 6月28日（水） ~ 7月4日（火）

（なお，募集定員に達し次第締め切ります．）
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